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三
月
例
会
平
成
十
四
年
三
月
二
十
三
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
三
宅
鑛
一
Ｉ
断
種
法
史
上
の
人
び
と
（
そ
の
五
）

岡
田
靖
雄

一
、
ま
た
江
戸
幕
府
寄
合
医
師
添
田
玄
春
の
日
々
の
暮
し

深
瀬
泰
旦

四
月
例
会
平
成
十
四
年
四
月
二
十
七
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
戦
前
日
本
の
精
神
病
統
計
と
王
子
脳
病
院
の
患
者
記
録
の
分
析

鈴
木
晃
仁

一
、
山
脇
先
生
古
医
道
随
筆
に
つ
い
て

酒
井
シ
ヅ

五
月
例
会
平
成
十
四
年
五
月
二
十
五
日

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
八
番
教
室

一
、
江
戸
医
学
館
に
お
け
る
臨
床
記
録

町
泉
寿
郎
・
戸
出
一
郎

一
、
日
本
に
お
け
る
義
肢
装
着
者
の
生
活
援
護
史
研
究

坪
井
良
子

失
夫
糸
記
事
夫
夫
去
弗
夫
去
茨
詫
詫
詫
＊
滞
夫
劣
監
夫
夫
糸

例
会
記
録

深
瀬
泰
旦

「
添
田
玄
春
日
記
」

順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
に
は
「
添
田
玄
春
日
記
」
七
冊
が
収
蔵
さ
れ

て
い
る
。
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
か
ら
元
治
二
年
二
八
六
五
）
ま

で
の
一
六
年
に
わ
た
る
添
田
家
の
日
記
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
の
は
わ

ず
か
八
年
に
す
ぎ
な
い
・
こ
れ
は
添
田
家
の
執
事
の
筆
に
な
る
日
記
で
、

玄
舂
自
身
に
よ
る
記
述
で
は
な
い
の
で
、
玄
春
の
社
会
的
な
言
動
や
感

想
、
心
の
動
き
は
し
る
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
反
面
玄
春
を
は
じ
め
と

し
て
、
雇
人
の
細
々
と
し
て
行
動
ま
で
詳
細
に
し
る
さ
れ
て
い
る
と
い

う
別
の
一
面
も
あ
っ
て
、
添
田
家
の
客
観
的
な
状
況
を
し
る
に
は
か
え

っ
て
有
利
で
あ
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
こ
の
資
料
か
ら
み
た
玄
春
の

暮
し
の
う
ち
、
今
回
は
私
的
生
活
を
中
心
に
報
告
し
た
。

添
田
家
の
系
譜

『
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
に
よ
る
と
添
田
の
先
祖
は
藤
原
氏
で
、
樽
崎
加

賀
守
豊
氏
に
は
じ
ま
り
、
の
ち
に
毛
利
氏
の
座
下
と
な
っ
て
そ
の
一
四

世
の
孫
の
豊
寿
の
代
に
、
京
都
の
添
田
氏
某
に
医
を
学
ん
だ
と
い
う
。

初
代
豐
寿
は
通
称
道
策
と
い
い
、
宝
永
五
年
（
一
七
○
八
）
に
将
軍
家

宣
の
子
大
五
郎
の
侍
医
と
な
っ
て
、
寄
合
医
師
に
就
任
し
た
。

例
会
抄
録

江
戸
幕
府
寄
合
医
師
添
田
玄
春
の
日
々
の
暮
し
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四
代
就
寿
道
周
Ｉ
こ
れ
が
玄
春
の
祖
父
に
あ
た
る
ｌ
は
吉
田
長

淑
に
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
学
び
、
長
崎
に
も
留
学
し
た
蘭
方
医
で
あ
る
。

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
の
医
学
館
薬
品
会
に
は
、
ウ
ェ
ィ
ン
マ
ン
の

『
顕
花
植
物
図
譜
」
を
川
原
慶
賀
が
摸
写
し
た
植
物
図
を
出
品
し
て
、
集

ま
る
人
々
の
耳
目
を
あ
つ
め
た
と
い
う
。

玄
春
は
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
生
ま
れ
で
、
就
寧
と
称
し
た
。
嘉

永
元
年
（
一
八
四
八
）
に
家
督
を
相
続
し
、
医
学
館
に
勤
務
し
て
い
た
。

安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
の
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
建
設
資
金
を
拠
出
し
て
、
江
戸
市
中
で
の
牛
痘
接
種
の
普
及
に
協

力
し
て
い
る
。
文
久
三
年
二
八
六
三
）
に
長
崎
に
留
学
し
、
ご
一
新

後
の
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
は
新
政
府
か
ら
種
痘
館
鑑
定
診
察
掛

を
命
ぜ
ら
れ
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
四
四
歳
で
死
亡
し
た
。

菩
提
寺
で
あ
る
浅
草
・
了
源
寺
に
葬
ら
れ
た
。

玄
春
の
家
族

玄
春
の
実
母
、
す
な
わ
ち
父
玄
成
の
最
初
の
妻
は
溝
口
伊
勢
守
直
道

の
娘
で
あ
る
。
こ
の
実
母
は
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
病
没
し
た

の
で
、
そ
の
後
妻
に
は
い
っ
た
の
が
、
「
添
田
玄
春
日
記
」
に
「
母
様
」

あ
る
い
は
「
御
前
様
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
玄
舂
の
義
母
で
あ
る
。

玄
春
の
妻
は
上
総
国
夷
隅
郡
部
原
村
の
郷
士
江
沢
講
修
の
五
女
奇
勢

子
で
あ
る
。
講
修
は
国
学
や
和
歌
に
も
通
じ
て
お
り
、
教
養
豊
か
な
人

物
で
あ
る
。
こ
の
妻
と
の
間
に
一
男
三
女
が
あ
っ
た
。

玄
春
の
屋
敷
は
神
田
・
和
泉
橋
通
り
に
あ
っ
て
、
藤
堂
屋
敷
の
裏
門

の
前
で
あ
る
。
面
積
お
よ
そ
四
○
○
坪
で
、
周
囲
に
は
垣
根
を
め
ぐ
ら

し
樹
木
が
豊
富
に
茂
っ
て
お
り
、
庭
に
は
野
菜
畑
や
豚
小
屋
も
あ
っ
た
。

屋
敷
の
構
造
や
規
模
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
官
医
の
か
た
わ
ら
自
宅

で
の
診
療
や
往
診
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
で
、
「
奥
」
「
中
奥
」
「
表
」
と

い
う
機
能
的
な
区
分
が
み
ら
れ
る
。

玄
春
の
出
仕
先

は
じ
め
医
学
館
に
出
仕
し
て
い
た
玄
春
で
は
あ
っ
た
が
、
安
政
五
年

こ
ろ
か
ら
は
寄
合
医
師
と
し
て
江
戸
城
へ
の
出
仕
が
お
お
く
な
り
、
つ

い
で
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
へ
勤
務
し
て
、
牛
痘
接
種
を
お
こ
な
う
よ
う
に

な
っ
た
。
文
久
三
年
に
は
名
称
変
更
に
よ
っ
て
医
学
所
へ
出
仕
し
て
い

る
様
子
が
、
「
日
記
」
に
み
え
る
。
屋
敷
の
周
辺
に
は
伊
東
玄
朴
や
大
槻

俊
斎
、
手
塚
良
斎
が
す
ん
で
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
医
師
た
ち
と
の
交

流
が
こ
の
日
記
に
頻
繁
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

安
政
六
年
に
は
小
塚
原
に
お
い
て
胴
分
け
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が

し
る
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
一
○
月
六
日
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い

る
。
文
久
三
年
の
玄
春
の
長
崎
留
学
に
ま
つ
わ
る
緒
方
洪
庵
や
松
本
良

順
の
動
静
が
、
こ
の
日
記
や
洪
庵
の
書
簡
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

さ
ら
に
解
明
で
き
る
と
お
も
わ
れ
る
。
長
崎
留
学
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
仙
台
で
の
総
会
に
お
い
て
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
長
崎
で

の
玄
春
の
医
学
伝
習
は
そ
の
こ
ろ
の
社
会
状
況
を
勘
案
す
る
と
、
さ
し

た
る
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
な
く
帰
府
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
が
玄
春
の
そ
の
後
の
公
的
生
活
に
お
い
て
実
力
を
発
揮
す

る
機
会
を
え
な
か
っ
た
原
因
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

（
二
○
○
二
年
一
月
例
会
）


